
集合行動のアルゴリズムを考える： 
計算論的な種間比較の可能性	



• 集合行動に関する関心が高まっている．政治における民意の急激
な変化，正義やモラルへの言及，インターネット上での気分の急

速な伝染など，集合行動は近年の社会科学の主要テーマの１つに

なっている． 

• 同時に行動生態学，複雑系科学などの自然科学領域では，ハチや
アリなどの社会性昆虫を中心に，採餌や移動，巣選択などでの　

集合行動について，計算論的な仕組み（アルゴリズム）を明らか

にしようという試みが展開されている． 

• 本シンポジウムでは，科研費基盤(S)「集合行動の認知・神経・	
生態学的基盤の解明」に携わる研究者が，ヒト・ハチ・カラス		

など，いずれも高い社会性をもつ三種の集合行動に関する実証		

研究を提示する．アルゴリズムの観点から現象を理解することに

より，集合行動に関する計算論的な種間比較の可能性を探る． 
 

★	なお関連WSを9月23日(土)，久留米ビジネスプラザ・アルカ
ディアホールで開催します．関心のある方はお声がけください．		
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